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大橋奈保子さん

同じ質問を何度も繰り返しされるときも

あります。

そんなときも常に笑顔で、認知症のかた

の気持ちに寄り添い、尊厳を保ち、不安

や苦しみ、孤独感などを和らげるような

関わり方を心がけています。

認
知
症
と
は

　
脳
は
、
私
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
の

活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
機
能

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
脳
が
う

ま
く
働
か
な
く
な
る
と
、
精
神
活

動
も
身
体
活
動
も
思
う
よ
う
に
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
認
知
症
と

は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
に
よ
り
、

脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
た

た
め
に「
も
の
を
覚
え
る
」「
言
葉

を
理
解
す
る
」「
計
算
を
す
る
」と

い
っ
た
、
い
く
つ
か
の
脳
の
機
能

が
低
下
し
、
日
常
生
活
や
社
会
生

活
に
支
障
が
継
続
的
に
出
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
状
態
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
そ
し
て
、
誰
も
が
年
を

取
る
と
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
研
究
班

の
調
査
に
よ
る
と
、　

歳
以
上
の

65

約
　
％
が
認
知
症
で
あ
る
と
の
推

15
計
も
あ
り
ま
す
。

主
症
状
と
周
辺
症
状

　
認
知
症
の
主
症
状
に
は
、
記
憶

障
害
、
見
当
識
障
害
、
実
行
機
能

障
害
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

記
憶
障
害
と
は
、
過
去
の
出
来
事

を
忘
れ
て
、
新
し
い
こ
と
を
覚
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
や
、
最

近
の
新
し
い
記
憶
か
ら
徐
々
に
失

わ
れ
て
し
ま
い
、
忘
れ
た
こ
と
自

体
自
覚
で
き
な
く
な
る
こ
と
で

す
。
見
当
識
障
害
と
は
、
自
分
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
や
、
場
所
、

時
間
、
人
物
な
ど
を
認
識
で
き
な

く
な
る
こ
と
で
す
。
実
行
機
能
障

害
と
は
、
計
画
を
立
て
て
行
動
し

た
り
、
物
事
を
論
理
的
に
考
え
て

行
動
す
る
能
力
が
失
わ
れ
る
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、「
料
理
を
す
る
」

「
電
話
を
か
け
る
」「
洋
服
を
着
る
」

な
ど
、
私
た
ち
が
普
通
に
行
っ
て

い
る
簡
単
な
動
作
も
徐
々
に
で
き

な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
主
症
状
の
ほ
か
に
は
周
辺
症
状

と
呼
ば
れ
る
症
状
が
あ
り
ま
す
。

認知症を

超高齢社会である現在では、あなたの大切な家族

が認知症にかかることがあるかもしれません。

そんなとき大切なのは、介護するかたの精神的な

ストレスを少なくすることです。 一人で抱え込

まずに家族や親類、近所のかたに協力を頼んでく

ださい。また、介護サービスを上手に利用しま

しょう。そして、私たちは認知症に対する正しい

知識を持ちましょう。

地域包括支援センター

知っていますか？

デイサービスりんどう　生活相談員

PROFILE◎おおはし なおこ

認知症のかた専用のデイサービス施設「デイサービスり

んどう」で生活相談員を務める。常に笑顔と誠実な対応

を心がけ、デイサービスの利用者に親しまれています。

　保健師、主任ケアマネジャー、社

会福祉士が配置され、「介護予防の

アドバイス」「要支援のかたへの介護

支援計画の作成」「施設・介護サー

ビスへの紹介」などを行っています。

役場第二庁舎内の介護保険係に併設

されています。　山内線３２３
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こ
の
周
辺
症
状
は
、
本
人
が
も
と

も
と
持
っ
て
い
る
性
格
、
環
境
、

人
間
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
か
ら
み
合
っ
て
生
じ
、
日
常

生
活
へ
の
適
応
を
困
難
に
す
る
行

動
上
の
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
そ

の
代
表
的
な
例
が
 徘
  徊
 で
す
。
正

は
い
 か
い

常
な
人
か
ら
み
る
と
、
ふ
ら
ふ
ら

歩
き
回
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
実
は
徘
徊
を
し
て
い
る
本

人
に
と
っ
て
は
何
ら
か
の
意
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
身
体
や
精
神
の
不
調
、

生
活
環
境
へ
の
不
満
・
欲
求
な
ど

を
伝
え
る
能
力
が
低
下
し
ま
す
。

そ
の
イ
ラ
イ
ラ
感
か
ら
暴
言
や
暴

力
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
気
持
ち
が
落

ち
込
み
意
欲
が
低
下
す
る
な
ど
、

う
つ
病
に
似
た
症
状
が
現
れ
ま

す
。
物
忘
れ
と
は
別
に
不
安
感
か

ら
同
じ
こ
と
を
何
度
も
聞
く
、
家

族
の
後
を
つ
い
て
回
る
と
い
っ
た

症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。
実
際
に
起

こ
っ
て
い
な
い
出
来
事
や
、
起
こ

る
は
ず
の
な
い
内
容
を
起
こ
っ
た

と
確
信
し
て
思
い
込
む
と
い
う
妄

想
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

予
防
に
つ
い
て

　
認
知
症
は
早
期
に
予
防
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
脳
血
管
性
認
知

症
の
予
防
に
は
、
高
血
圧
や
高
脂

血
症
、
肥
満
な
ど
の
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
認
知
症
の
発
症
を
完
全
に
防

ぐ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
運
動

や
食
事
な
ど
の
生
活
習
慣
に
気
を

配
る
こ
と
で
、
認
知
症
の
発
症
や

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
化
に
よ
っ
て
脳
の
病

変
が
起
こ
っ
て
い
る
上
に
、
普
段

か
ら
脳
を
使
わ
な
い
で
い
る
と
、

認
知
症
の
発
症
や
進
行
を
早
め
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
字
を
書

く
、
簡
単
な
計
算
、
手
指
を
使
う
、

趣
味
を
楽
し
む
、
人
と
お
話
を
す

る
な
ど
の
生
活
の
中
か
ら
脳
を
活

性
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

日
常
生
活
で
脳
を
使
う
こ
と
は
予

防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
予
防
教
室
の
実
施
を
は

じ
め
、
介
護
保
険
、
福
祉
、
医
療
、

権
利
擁
護
、
虐
待
防
止
な
ど
高
齢

者
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
支

援
す
る
総
合
相
談
機
関
で
す
。

　
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

を
す
る
と
、
必
要
に
応
じ
て
専
門

的
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
も
ら

え
ま
す
。
不
安
や
悩
み
を
抱
え
た

ら
と
き
に
は
こ
れ
ら
の
機
関
に
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
介
護
保
険
係

山
内
線
３
２
１

  認知症を予防するための
　　生活習慣を紹介

認知症のサイン
認知症の症状はサインを出しながら進行します。サ

インに気づいたらすかさず手をさしのべましょう。

①身なりを気にしなくなった

②好きだったことの興味や関心が薄くなる

③外出や人と会うのがおっくうになる

④ガスや電気を何度も消し忘れる

⑤最近の出来事が思い出せなくなる

⑥買い物などのお金の間違いが多くなる

⑦同じ質問を何度もする

⑧慣れているはずの場所で道に迷う

ちょっとしたことが脳の活性化に役立ちます

上記の項目を実施したら□の中にチェック
をつけてぜひとも毎日続けてみましょう！

記憶力を積極的に使う
何か体験したことを記憶し、時間を置いて

も思い出すことのできる機能を訓練してみ

ましょう。

□家計簿をつけるときにレシートを見ない

で買ったものを思い出す。

□２日遅れの日記をつける。

□前日食べた献立を思い出して記録する。

複数のことに注意を配る
２つ以上の作業を同時にするとき、それぞ

れに注意を配りながら進められるよう訓練

してみましょう。

□料理をする時に一度に数種類のメニュー

を作ってみる。

□メモをとりながら電話をする。

□時間の目標などを決めて、仕事や計算を

する。

計画力や思考力を養う

新しいことをするときに段取りや手順を考

え、それを実行できる機能を訓練してみま

しょう。

□買い物に行くときに効率のよい手順や道

順を考える。

□旅行の計画を立てる。

□１週間の予定を立てて、その準備をする。



(4)

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ
町の話題・情報をお届けします　山82-1111　姉82-1300　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp

決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

板

平
成
　
年
度
決
算

24

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
が
平
成
　
年
度
６
億
９
，８

23

８
６
万
円
か
ら
平
成
　
年
度
６
億

24

１
，５
９
２
万
円
と
な
り
８
，２
９

４
万
円
減
少
し
た
も
の
の
、
積
立

金
は
財
政
調
整
基
金
や
庁
舎
等
建

設
基
金
へ
の
積
立
て
に
よ
り
、
平

成
　
年
度
末
　
億
５
，７
９
７
万

23

33

円
か
ら
平
成
　
年
度
末
　
億
６
，

24

35

７
７
６
万
円
と
な
り
２
億
９
７
９

万
円
増
加
し
ま
し
た
。
積
立
金
の

増
加
に
よ
り
財
政
基
盤
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
庁
舎
建
設
等
の

公
共
投
資
に
備
え
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入

　
町
の
主
要
な
歳
入
で
あ
る
町
税

は
微
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方

交
付
税
は
７
，３
２
９
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
の
主
な
も
の
は
、

児
童
手
当
や
障
害
者
自
立
支
援
に

増減率H23年度H24年度内　　　訳

0.2％19億3，56619億4,024町　　　税

△4.5％16億1，13615億3,807地方交付税

△21.3％８億8，825６億9,886繰　越　金

△23.1％４億8，875３億7,564国庫支出金

△47.1％６億5,540３億4,650町　　   債

△11.4％３億6，279３億2,140県 支 出 金

13.4％２億6，106２億9,616繰　入　金

△0.0％１億3，266１億3，265地方消費税交付金

△6.6％３億8，787３億6,211そ　の　他

△10.6％67億2，38060億1,163合　　　計

増減率H23年度H24年度内　　　訳

7.6％14億7，69015億8，894民　生　費

△14.1％13億2，63411億3，997総　務　費

　25.6％４億4,587５億5,984土　木　費

△33.6％７億9,511５億2,781教　育　費

△22.3％６億2,721４億8,758公　債　費

△1.3％４億7,354４億6,740衛　生　費

3.6％２億6，503２億7,452消　防　費

△51.5％３億8，911１億8,869農林水産業費

△28.7％２億2，583１億6,096そ　の　他

△10.4％60億2，49453億9,571合　　　計

※用語解説　町税…町民税や固定資産税などの税金です／地方交

付税…財政状況に応じて交付されます／繰越金…前年度からの持

ち越し金です／国庫・県支出金…特定の事業を行うために交付さ

れる補助金などです／町債…借入金です／繰入金…基金や特別会

計からの繰入金です／地方消費税交付金…消費税の一部が交付さ

れます

増減率H23年度末H24年度末区　　　分

24.8％13億5，53816億9,147財政調整基金

△27.8％７億3，623５億3,188減  債  基  金

6.2％12億6，63613億4,441その他特定目的基金

6.2％33億5，79735億6,776合　　　計

差引残額歳出総額歳入総額
事　業　名

H23年度H24年度H23年度H24年度H23年度H24年度

469396 １億1,346 １億3,039１億1,815１億3,435後期高齢者医療

１億1，232１億1，551　  19億5,501　  19億8,980      20億6,733      21億　531国民健康保険

1,9492,423９億8,94810億5,05310億　89710億7,476介   護   保   険

1,3761,935１億8，052１億7,669１億9,428１億9,604下  水  道  事  業

純損益
資本的収支収益的収支

年　度事　業　名
支出収入支出収入

14１億4,8085,647３億2,098３億2,626H24年度
水 道 事 業

△74１億5，8287,641３億1,942３億2，301H23年度
※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、消費税資本的収支調整額、及び損益勘定留保資金で補てんしています。

増減率H23年度末H24年度末

△2.1％40億3，88539億5,242

※紙面の都合によ

り積立金・地方債

現在高は、一般会

計のみ掲載してい

ます。

■特別会計決算額　　　　　　　　　　　　　                                                   (単位：万円）

■一般会計積立金現在高               (単位：万円）

■一般会計地方債(借入金)
　現在高                  (単位：万円）

(単位：万円）

一般会計歳入決算額

　　60億1,163万円
一般会計歳出決算額

　　53億9,571万円(単位：万円） (単位：万円）

※用語解説　民生費…幼児や高齢者などの福祉に使います／総務

費…町の一般的な管理事務にかかります／土木費…道路や河川、

公園などの整備・維持管理に使います／教育費…小中学校や公民

館の経費、文化・スポーツ活動に使います／公債費…借りたお金

の返済に使います／衛生費…ごみ・し尿の処理や住民検診に使い

ます／消防費…消防・防災のために使います／農林水産業費…農

業や畜産業の振興、土地改良などのために使います

広報いたくら　Ｈ25．10．１(5)

対
す
る
国
の
負
担
金
、
八
間
 樋
 橋
び

整
備
に
伴
う
町
道
工
事
に
対
す
る

国
の
補
助
金
な
ど
で
す
。
小
中
学

校
エ
ア
コ
ン
整
備
や
板
中
体
育
館

の
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事

の
完
了
に
伴
い
そ
の
補
助
金
が
な

く
な
っ
た
た
め
、
１
億
１
，３
１

１
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
債
（
借
入
金
）
の
主
な
も
の

は
、
臨
時
財
政
対
策
債
や
八
間
樋

橋
整
備
に
伴
う
町
道
工
事
に
関
す

る
借
入
金
で
す
。
国
庫
支
出
金
と

同
様
に
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
整
備

な
ど
の
完
了
に
伴
い
そ
の
借
入
金

が
な
く
な
っ
た
た
め
、
３
億
８
９

０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
繰
入
金
は
、
主
と
し
て
基
金

（
貯
金
）
を
取
り
崩
し
た
歳
入
で
あ

り
、
３
，５
１
０
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
と
し
て
は
、
７
億

１
，２
１
７
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

一
般
会
計
歳
出

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ

８
，０
０
０
万
円
の
赤
字
補
て
ん

繰
出
し
を
行
っ
た
影
響
な
ど
に
よ

り
民
生
費
が
１
億
１
，２
０
４
万

円
の
増
、
八
間
樋
橋
整
備
に
伴
う

町
道
工
事
の
開
始
な
ど
に
よ
り
土

木
費
が
１
億
１
，３
９
７
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
額
が
前
年
度
に
対
し
て
少
額
で

あ
っ
た
影
響
な
ど
に
よ
り
、
総
務

費
が
１
億
８
，６
３
７
万
円
の
減
、

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
や
板

中
体
育
館
の
耐
震
補
強
・
大
規
模

改
造
工
事
の
完
了
な
ど
に
よ
り
教

育
費
が
２
億
６
，７
３
０
万
円
の

減
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴

う
借
入
金
の
返
済
終
了
な
ど
に
よ

り
公
債
費
（
借
入
金
の
返
済
費
）

が
１
億
３
，９
６
３
万
円
の
減
、

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
負
担
金

の
支
払
終
了
な
ど
に
よ
り
農
林
水

産
業
費
が
２
億
　
万
円
の
減
と
な

42

り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
平
成
　
年
度
の
重

24

点
的
な
事
業
と
し
て
、
生
活
道
路

等
の
整
備
、
加
工
米
対
策
事
業
の

継
続
実
施
、
が
ん
検
診
（
子
宮
 頸
 

け
い

が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
）
の

充
実
、
南
小
と
北
小
の
受
水
槽
・

高
架
水
槽
の
改
修
、
南
小
体
育
館

と
板
中
武
道
館
の
内
部
塗
装
改

修
、
渡
良
瀬
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

な
ど
を
実
施
し
、
歳
出
総
額
と
し

て
は
６
億
２
，９
２
３
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
　
財
政
係

山
内
線
１
３
２

平成24年度健全化判断比率
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき

平成24年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足

比率を公表します。

実質赤字比率…町の一般会計における赤字の程度が、

町の財政規模に対してどれくらいの割合かを示す指標

です。

連結実質赤字比率…町のすべての会計における赤字の

程度が、町の財政規模に対してどれくらいの割合かを

示すものです。

実質公債費比率…町の一般会計が負担する借入金の返

済費やこれに準じるものの支払いが、町の財政規模に

対してどれくらいの割合かを示すものです。

将来負担比率…町の一般会計が将来負担すべき実質的

な負債が、町の財政規模に対してどれくらいの割合か

を示すものです。

資金不足比率…町の下水道事業特別会計と水道事業会

計の資金の不足額が、それぞれの事業の規模に対して

どれくらいの割合かを示すものです。

○実質赤字比率は、実質赤字ではないため「－」と表示。

○連結実質赤字比率は、実質赤字ではないため「－」と

表示。

○将来負担比率は、将来負担額に充てることができる

財源等が将来負担額を上回っているため「－」と表示。

○両会計ともに資金不足ではないため「－」と表示。

▼健全化判断比率

早期健全化基準板倉町区分

　15.00%－
(－)

実質赤字比率

　20.00%－
(－)

連結実質赤字比率

　25.0%9.2%
(11.1%)

実質公債費比率

350.0%－
（－）

将来負担比率

(　)内は平成23年度決算に基づく比率

▼資金不足比率

経営健全化基準資金不足比率特別会計の名称

20.0%－
(－)

水道事業会計

20.0%－
(－)

下水道事業特別会計

(　)内は平成23年度決算に基づく比率

問合せ　財政係　 山内線１３３

金婚式・ダイヤモンド婚式
　金婚式・ダイヤモンド婚式に該当するご夫婦の申

請を受け付けています。

　また、昨年以前に参加できなかったご夫婦も参加

できます。この機会にぜひ申請してください。

開催期日　11月30日（土）　場所　老人福祉センター

申請期限　10月18日（金）

問合せ　福祉係　山内線３１２
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高
齢
者
対
象
の
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
群
馬
県
の
県
土
の
３
分
の
２
は

森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。
森
林
は

豊
か
な
水
を
育
み
、
ま
た
災
害
を

防
止
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
支
え
、
多
く
の
恵
み
を
も
た

ら
す
県
民
共
有
の
財
産
で
す
。

　
県
で
は
、
こ
の
大
切
な
森
林
を

守
り
、
育
て
、
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
「
ぐ
ん
ま
緑
の

県
民
税
（
通
称
）」
を
平
成
　
年
４

26

月
か
ら
導
入
し
ま
す
。

税
金
の
使
い
み
ち

・
国
庫
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
奥

山
な
ど
条
件
不
利
地
森
林
整
備

・
住
宅
及
び
道
路
周
辺
の
平
地
林

や
竹
林
な
ど
身
近
な
森
林
の
整
備

・
松
く
い
虫
被
害
林
を
コ
ナ
ラ
や

杉
な
ど
の
森
林
に
再
生

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
整
備

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

・
森
林
環
境
教
育
や
森
林
の
重
要

性
な
ど
の
啓
発
活
動

※
使
い
み
ち
を
明
確
す
る
た
め
、

「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基
金
」
に
積
み

立
て
て
か
ら
施
策
に
充
て
ま
す
。

課
税
の
内
容
　
次
の
額
を
県
民
税

均
等
割
に
上
乗
せ
し
ま
す
。

○
個
人
　
年
間
　
７
０
０
円

○
法
人
　
資
本
金
な
ど
の
額
に
よ

り
年
間
１
，４
０
０
円
～
５
６
，０

０
０
円
（
県
民
税
均
等
割
の
税
額

の
７
％
相
当
額
）

課
税
の
期
間
　
５
年
間

導
入
の
時
期
　
平
成
　
年
度
課
税

26

（
平
成
　
年
所
得
分
か
ら
）

25

問
合
せ

○
税
の
使
い
み
ち
な
ど
森
林
保
全

に
関
す
る
こ
と
　

県
庁
林
政
課

山
０
２
７－

２
２
６－

３
２
１
１

○
税
の
仕
組
み
に
関
す
る
こ
と
　

県
庁
税
務
課

山
０
２
７－

２
２
６－

２
１
９
６

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
を
導
入

県
民
税

広報いたくらはインターネットでもご覧いただけます
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高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
対
象
の
か
た
に
は
予
診
票
を

郵
送
し
ま
す
。
同
封
の
通
知
書
、

説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　
　
月
１
日
　
～
平
成
　
年

10

(火)

26

１
月
　
日
　

11

(土)

対
象
　

○
接
種
す
る
日
に
満
　
歳
以
上
の

65

か
た
（
た
だ
し
昭
和
　
年
　
月
　

23

12

31

日
以
前
生
ま
れ
の
か
た
）

※
次
の
か
た
も
対
象
に
な
り
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
に
ご
確
認
の

上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
予
診
票

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
か
た

60

65

で
、
心
臓
、
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器

の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生

活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
害
を
有
す
る
か
た
ま
た
は
、
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
支
障
を
き

た
す
程
度
の
障
害
を
有
す
る
か
た

実
施
方
法
　
医
療
機
関
で
１
回
接

種
。
個
人
負
担
金
を
支
払
い
、
予

防
接
種
済
証
を
受
け
取
り
ま
す
。

個
人
負
担
金
　
１
，０
０
０
円
（
指

定
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
る
か
た
）

持
ち
物
　
予
診
票
・
予
防
接
種
済

証
・
健
康
保
険
証
・
個
人
負
担
金

※
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

通
知
書
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
が
指
定
医
療
機
関

で
な
い
場
合

　
接
種
を
希
望
す
る
か
た
は
、
接

種
日
よ
り
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
接
種
後

の
連
絡
で
は
、
接
種
費
用
の
助
成

や
健
康
被
害
救
済
制
度
が
適
用
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
７
５
７

82
町
内
指
定
医
療
機
関
（
順
不
同
）

連絡先医療機関

  82-2255増田医院

  82-1131井上整形外科医院

  70-4080いたくら内科クリニック

  91-4070ふじの木整形・内科クリニック

  80-4333板倉耳鼻咽喉科クリニック

  77-1877板倉医院

広報いたくら　Ｈ25．10．１(7)

婚
活

婚
活
必
勝
講
座
を
開
催
！

　『
結
婚
難
民
に
な
ら
な
い
た
め

の
婚
活
必
勝
講
座
』
を
開
催
し
ま

す
。
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
カ
リ

ス
マ
仲
人
が
、
結
婚
へ
の
近
道
を

教
え
ま
す
。

　
今
回
の
婚
活
講
座
は
、
結
婚
や

婚
活
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か
た

の
親
御
さ
ん
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日
　

11

24

(日)

午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

30

30

場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
　
第

１
・
第
２
会
議
室

内
容
　
四
人
に
一
人
は
『
結
婚
難

民
』
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
カ

リ
ス
マ
仲
人
が
早
く
結
婚
で
き
る

方
法
を
伝
授
し
て
い
き
ま
す
。
婚

活
を
始
め
た
い
人
、
結
婚
相
手
探

し
に
失
敗
し
た
く
な
い
人
、
結
婚

に
悩
め
る
人
へ
。　
今
ま
で
に
、

約
１
，０
０
０
組
を
結
婚
に
導
い

た
仲
人
の
カ
リ
ス
マ
山
田
由
美
子

氏
が
、
現
代
婚
活
事
情
と
結
婚
難

民
に
な
ら
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

講
師
　
 山
  田
  由
  美
  子
 （
婚
活
ア
ド

や
ま
 
だ
 
ゆ
 
み
 
こ

バ
イ
ザ
ー
）
珂
お
見
合
い
塾
塾
長

参
加
費
　
１
，０
０
０
円
（
当
日
集

金
し
ま
す
）

募
集
人
数
　
１
５
０
名

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
お
名
前
、
お
住
ま
い
の

市
町
村
名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
　
月
　
日
　

11

22

(金)

（
い
い
夫
婦
の
日
）

申
込
先
・
問
合
せ

○
板
倉
町
商
工
会

山
　－

０
２
２
４

82
死info@itakura-s.jp

○
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

死konkatsu@town.

itakura.gunma.jp

文
化
的
景
観
そ
の
展
望
は

風
景
づ
く
り

　『
利
根
川
に
学
ぶ
渡
良
瀬
大
会

　
群
馬
県
板
倉
町
』
が
開
催
さ
れ

inま
す
。
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定

さ
れ
た
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
合
流

域
に
焦
点
を
当
て
、
水
辺
の
あ
り

方
と
展
望
に
つ
い
て
専
門
家
を
交

え
議
論
を
深
め
ま
す
。

開
催
日
　
　
月
９
日
　
、
　

日
　

11

(土)

10

(日)

開
催
地
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス

▼
1
日
目
　
午
前
９
時
か
ら
正
午

水
場
景
観
と
渡
良
瀬
遊
水
地
の
現

地
見
学
（
板
倉
東
洋
大
前
駅
広
場

集
合
）

午
後
１
時
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
会

基
調
講
演
「
利
根
川
治
水
の
現
状

と
課
題
」
虫
明
功
臣
　
氏
（
東
京

大
学
名
誉
教
授
）

午
後
２
時
　
報
告
講
演

報
告
１
「
重
要
文
化
的
景
観
の
歴

史
的
意
義
」
荒
井
英
世
　
氏
（
郷

土
史
研
究
家
）

報
告
２
「
田
中
正
造
没
１
０
０
年
」

針
ヶ
谷
照
夫
　
氏
（
田
中
正
造
記

念
館
理
事
長
）

報
告
３
「
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
登
録
ま
で
の
背
景
」

白
井
勝
二
　
氏
（
渡
良
瀬
遊
水
地

ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団
）

午
後
３
時
　
分
 

15

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

パ
ネ
ラ
ー

（
利
根
源
流
）
藤
原
案
内
人
ク
ラ
ブ

代
表
林
親
男
・
板
倉
町
商
工
会
長
市

澤
孝
一
・
公
益
財
団
法
人
ハ
ー
モ

ニ
ィ
セ
ン
タ
ー
名
誉
理
事
長
大
野

重
男
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
町
川
を
守
る

会
理
事
長
中
村
英
雄
・
筑
後
川
ま
る

ご
と
博
物
館
事
務
局
長
鍋
田
康
成

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

群
馬
県
立
女
子
大
学
教
授

熊
倉
浩
靖
　
氏

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

東
京
大
学
名
誉
教
授
　
虫
明
功
臣
　
氏

国
土
交
通
省
水
管
理
国
土
保
全
局

河
川
計
画
課
長
　
金
尾
健
司
　
氏

午
後
５
時
　
分
　
コ
ン
サ
ー
ト

30

水
の
交
響
詩「
利
根
川
３
２
２
」板

倉
実
行
委
員
会

午
後
７
時
　
意
見
交
換
会

交
流
会
館
林
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て

会
費
４
，０
０
０
円
当
日
受
付
　

▼
２
日
目
　
田
中
正
造
記
念
館
見

学
（
自
由
参
加
） 

申
込
先
・
問
合
せ

情
報
広
報
係
　
山
内
線
１
５
２

　

　　
９
月
　
日
付
で
、 下
  山
  伯
  四
 

し
も
 や
ま
 は
く
 し

21

 郎
 さ
ん
（
大
高
嶋
）
が
、
板
倉

ろ
う町

公
平
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、 関
  根
  和
  雄
 さ
ん

せ
き
 
ね
 
か
ず
 
お

（
西
岡
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
平
委
員
は
、
職
員
の
勤
務

条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
を

審
査
及
び
判
定
し
、
必
要
な
措

置
を
行
い
、
職
員
に
対
す
る
不

利
益
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申

し
立
て
に
対
し
、
裁
決
ま
た
は

決
定
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
前
任
の
 石
  井
  榮
 さ
ん

い
し
 い
 さ
か
え

（
岩
田
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

２
期
５
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
に

対
し
、
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
　
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

　
公
平
委
員
に
選
任下山 伯四郎さん

　大高嶋・16 区　

カリスマ仲人　山田由美子　氏



(8)

　８月23日(金)、板倉ニュータウン太陽光発

電所の竣工式が行われました。この発電所

は、群馬県が「優れた群馬の環境を守り未来

へ継承するための取組み」として、太陽光発

電などの再生可能エネルギーの導入を進め

る「電源群馬プロジェクト」の第１号となる

発電所です。発電最大出力は２，２６８キロ

ワット、年間供給電力量は一般家庭の約

７００世帯分の年間消費電力に相当します。

太陽光発電所が稼働

監督が避難所を語る
　９月１日(日)、防災の日に合わせ、ＮＰＯわ

いわいネットワーク主催の『石巻市立 湊  小     学
みなと

校避難所』の上映会が東洋大学板倉キャンパ

スで開催され、約１４０名が参加しました。

  『石巻市立湊小学校避難所』は東日本大震

災で多大な被害を被った宮城県石巻市にあ

る小学校の避難所で、 藤  川  桂  三 監督が避難者
ふじ かわ けい ぞう

たちと寝食をともにしながら、半年にわたる

生活を追ったドキュメンタリー映画です。　

　上映後のトークイベントで藤川監督は、

「避難所には避難者だけでなく、ボランティ

ア、自衛隊、救護関係、マスコミなど、たく

さんの人がいて、どこで何が行われているの

か分からないほどでした。その中で驚いた

のは、避難者の皆さんが明るくふるまってい

たこと。しかし、その奥底には悲しい気持ち

をしまい込んでいるということが見えてき

て、毎日を精一杯気を張って生きているとい

うことに気づきました。この映画をとおし

て、避難者の皆さんの本音の言葉や心を少し

でも多くの人に伝えられれば」と話しました。

今月も町の話題が盛りだくさん！

広報いたくら　Ｈ25．10．１(9)

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　山８２－１１１１(内線１５１)　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp

　９月12日(木)、北小学校で「子ども伝統芸能

学習教室」が行われ、６年生11名が里神楽を

体験しました。

　児童たちは里神楽保存会の皆さんによる

「ひょっとこおかめの」演目を鑑賞した後、太

鼓をたたいたり、お面をかぶって扇子を片手

に踊りをするなどの体験学習を行いました。

　９月11日(水)、児童館で「英語であそぼう」

が開催されました。「英語であそぼう」では児

童館来館者が外国語指導助手といっしょにや

さしい英語を使って遊びます。　 所 かおりさん
ところ

（海老瀬）は「初めて参加しました。身近にあ

るところでネイティブの発音が聞けるよい機

会。また参加したい。」と話しました。

ネイティブの発音を聞く

町の伝統文化に触れる

水上の戦い

　８月24日（土）、渡良瀬遊水地で「Ｅボート

レース２０１３渡良瀬大会」が開催されまし

た。板倉町をはじめ、栃木市や加須市など渡

良瀬遊水地の周辺自治体から多くのチーム

が参加しました。

　板倉町から参加したシーバーンＣが準優

勝、シーバーンＢが３位と大活躍しました。

笑いは副作用のない薬

　８月21日(水)、中央公民館で高齢者ボラン

ティア養成研修が開催されました。この日

はラフター（笑い）ヨガについて研修が行わ

れました。ラフターヨガは、「笑い」に「ヨ

ガの呼吸法」を組み合わせたもので、笑顔づ

くりにも健康づくりにも効果があるという

ことで近年注目されている健康法です。

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　山８２－１１１１(内線１５１)　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp



STUDIOTOWN (10)

　
町
役
場
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請

が
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
パ
ス

ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
ま
で
に
何
日

か
か
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
匿
名
希
望
）

　　
町
で
は
平
成
　
年
　
月
か
ら
県

22

10

内
他
の
市
町
村
に
先
駆
け
て
、
パ

ス
ポ
ー
ト
申
請
交
付
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
８
月
末
で
申
請
件

数
は
１
，０
０
０
件
を
超
え
ま
し

た
。
町
の
窓
口
で
申
請
で
き
る
か

た
は
板
倉
町
に
住
民
登
録
し
て
い

る
か
た
ま
た
は
、
板
倉
町
に
通
勤

や
通
学
し
て
板
倉
町
に
居
所
が
あ

る
か
た
で
す
。

　
申
請
の
受
付
か
ら
交
付
ま
で
に

か
か
る
日
数
は
、
今
月
か
ら
土
日

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
き
６
日
で

魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力ああああああああああふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーククククククククククダダダダダダダダダダンンンンンンンンンンスススススススススス魅力あふれるフォークダンスででででででででででで

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ししししししししししみみみみみみみみみみななななななななななががががががががががらららららららららら健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康ででででででででででああああああああああるるるるるるるるるるよよよよよよよよよようううううううううう楽しみながら健康であるようににににににににににに

ひ
と
味
違
う
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
板
倉
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

は
、　

名
の
女
性
の
み
で
構
成
さ

24

れ
る
エ
レ
ガ
ン
ト
で
魅
力
的
な
ク

ラ
ブ
で
す
。
発
足
は
昨
年
の
４
月

で
、
月
に
２
回
東
部
公
民
館
で
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
代

表
を
務
め
る
逸
見
や
よ
い
さ
ん
は

　
年
ほ
ど
前
に
さ
い
た
ま
市
か
ら

10泉
野
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
古
河
市
在
住
の

 酒
  井
  貴
  世
  子
 先
生
に
指
導
を
受
け

さ
か
 い
 
き
 
よ
 
こ

て
お
り
、
酒
井
先
生
は
公
益
社
団

法
人
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

の
指
導
者
資
格
２
級
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
個
性
の
持
ち
主
で
、
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
か
ら
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
は
、
東

部
公
民
館
で
の
発
表
で
し
た
が
、

今
年
は
　
月
　
日
　
に
開
催
さ
れ

10

26

(土)

る
町
民
文
化
祭
に
初
挑
戦
し
、
町

逸見 やよいさん

へ
ん
み
・
や
よ
い
　
泉
野
在
住
／
板
倉
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
代
表
を
務
め
る
。
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
の
ほ
か
に
編
み
物
、
健
康
吹
き
矢

や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
サ
ッ
カ
ー
観
戦
な

ど
趣
味
は
多
岐
に
わ
た
る
。

受
け
取
り
ま
で
に

何
日
か
か
り
ま
す
か
？

６
日
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を

受
け
取
れ
ま
す

(11) 広報いたくら　Ｈ25．10．１
樺楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
山82-1111　姉82-1300　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp

受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
今
月
か
ら
県
内
の

全
市
町
村
で
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
交

付
窓
口
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
パ
ス
ポ
ー
ト
作
成
検
査

時
間
が
短
縮
さ
れ
た
た
め
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
県
内
各
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　
申
請
・
受
け
取
り
の
受
付
時
間

は
、
平
日
午
前
８
時
　
分
か
ら
午

30

後
５
時
　
分
ま
で
で
す
。
水
曜
日

１５

は
受
け
取
り
の
み
午
後
７
時
　
分
15

ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
（
申
請
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
）。

　
申
請
に
は
一
般
旅
券
申
請
書
、

戸
籍
抄
本
ま
た
は
謄
本
、
パ
ス

ポ
ー
ト
用
写
真
、
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
書
類
、
前
回
発
給

を
受
け
た
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
が
必

要
で
す
。
未
成
年
者
は
有
効
期
間

５
年
の
申
請
に
限
ら
れ
、
親
権
者

な
ど
の
署
名
が
必
要
で
す
。
居
所

で
申
請
す
る
場
合
は
、
前
述
の
書

類
の
ほ
か
、
居
所
申
請
申
出
書
や

居
所
を
確
認
す
る
書
類
が
必
要
で

す
。
戸
籍
や
写
真
は
提
出
日
前
６

か
月
以
内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

有
効
期
限
内
に
切
り
替
え
る
場
合

で
、
氏
名
・
本
籍
の
都
道
府
県
・

性
別
・
生
年
月
日
に
変
更
が
無
い

と
き
は
戸
籍
を
省
略
で
き
ま
す
。

問
合
せ
　
戸
籍
年
金
係

山
内
線
２
３
４

内
の
皆
さ
ん
に
お
披
露
目
を
す
る

予
定
で
す
。

楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
魅
力
を
逸

見
さ
ん
に
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

踊
っ
た
あ
と
の
心
地
よ
い
達
成
感

と
気
持
ち
い
い
汗
を
か
く
こ
と
が

で
き
る
と
こ
ろ
と
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
日
頃
使
っ
て
い
な

い
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
こ
と
が
で
き
る

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
踊
り
を
覚

え
る
た
め
に
頭
脳
が
フ
ル
回
転
し

て
、
脳
の
健
康
に
も
よ
い
と
の
こ

と
。
素
敵
な
衣
装
に
身
を
包
む
こ

と
で
、
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
こ
と
も
で
き
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
は
こ
の
上
な
く
楽
し
い
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新
し
い
仲
間
を
随
時
募
集
中

　
逸
見
さ
ん
が
ク
ラ
ブ
の
運
営
で

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
な
る
べ

く
多
く
の
か
た
が
活
動
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
金

銭
面
で
あ
ま
り
負
担
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
着
る
衣
装
も

毎
月
少
額
ず
つ
計
画
的
に
積
み
立

て
を
し
て
購
入
し
て
い
ま
す
。

　
板
倉
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

の
練
習
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
練
習

の
休
憩
時
間
に
ダ
ン
ス
に
つ
い
て

お
互
い
に
批
評
を
し
た
り
、
持
ち

寄
っ
た
お
菓
子
な
ど
を
分
け
合
っ

た
り
す
る
な
ど
し
て
、
皆
さ
ん
で

楽
し
く
談
笑
し
て
お
り
、
と
て
も

雰
囲
気
の
よ
い
ク
ラ
ブ
と
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　
逸
見
さ
ん
に
今
後
の
抱
負
を
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
、「
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
に
、
町
の
人
た
ち
が
気
軽

に
参
加
で
き
、
皆
さ
ん
で
楽
し
く

親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
健
康
を
保

て
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
板
倉
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

は
、
い
つ
で
も
新
し
い
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
に
興
味
を
お
持
ち
の
か
た
は
、

気
軽
に
東
部
公
民
館
ま
で
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。　

■レポーター

広報編集委員

 田  部  井  
た べ い

 治 
おさむ

東
洋
大
学
　
食
環
境
科
学
部

　
　
　
　
　
健
康
栄
養
学
科

 澤
  田
   孝
  子
  教
授

さ
わ
 
だ
 

た
か
 
こ

■主な研究テーマ
・微量ミネラルの働きと人体に及ぼす影響 健

康
な
長
寿
生
活
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
が
必
要

生命の必須栄養素の一つミネラルの研究

　澤田教授は基礎栄養学の講義を担当され、鉄

や亜鉛などの微量ミネラルの働きや人体に及ば

す身体的・心理的影響について研究されています。

　ミネラルは健康な長寿生活に欠かすことので

きない大切な栄養素の一つです。その中でも澤

田教授が特に注目しているのが、微量ミネラル

の亜鉛です。亜鉛は多くの食材に含まれ、バラ

ンスのとれた食事をしていると不足することは

ありませんが、現代人に陥りやすい加工食品や

既製食品過多の食生活において、その中に多＜

含まれる食品添加物により亜鉛は体外に排 泄 さ
せつ

れてしまいます。亜鉛の摂取不足は栄養摂取バ

ランスに問題がある可能性が考えられ、身体の

生理的影響のみならず、心理的作用においても

さまざまな影響を及ぼし、不定 愁  訴 やうつ病な
しゅう そ

どの病気も引き起こす一因と考えられていま

す。特に痩せ志向の成人女性、低栄養になりや

すい高齢者などを対象に研究を進めています。

健康意識を高め地域に貢献できる学生の育成

　澤田教授は学生の健康意識が高まり、より良

い食生活への変容が見られ、それが地域社会に

啓発していけば何よりであると思われています。

そして、「管理栄養士は職場で少人数のため、

地域の皆様に育てていただいたり、応援してい

ただいたりしないと独り立ちが難しい。皆様の

力をお借りして、地域に貢献できる学生を育成

していきたい」と抱負を語ってくれました。

■レポーター　広報編集委員　 笠  原  
かさ はら

 美  樹 　
み き
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◆
申
込
先
・
受
付

　
月
１
日
　
～
※
各
公
民
館
及
び

10

(火)

文
化
財
資
料
館
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）
各
教
室
へ
参
加

の
際
の
持
参
品
や
服
装
な
ど
は
、

お
申
し
込
み
の
際
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
東
部
公
民
館

◆
男
の
料
理
教
室

期
間
　
　
月
～
３
月
の
第
３
日
曜

10

日
（
全
６
回
）　

月
の
み
第
４
日

11

曜
日

初
回
　
　
月
　
日
　

10

20

(日)

時
間
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し

た
い
か
た
の
た
め
の
家
庭
料
理
実

習
、
初
め
て
包
丁
を
握
る
か
た
も

大
歓
迎

対
象
　

中
高
年
男
性
　
名
10

材
料
費
　

１
，０
０
０
円

◆
陶
芸
教
室

期
間
　
　
月
～
３
月
の
第
３
土
曜

10

日
（
全
６
回
）

初
回
　
　
月
　
日
　

10

19

(土)

時
間
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
作
陶
実
習

対
象
　
一
般
成
人
　
名
10

材
料
費
　
粘
土
代
実
費
負
担

　
南
部
公
民
館

◆
健
康
体
操
教
室
　(2)

期
日
　
　
月
８
日
　
・
　
日
　
・
　

11

(金)

22

(金)

12

月
　
日
　
・
平
成
　
年
１
月
　
日
　

13

(金)

26

10

(金)

時
間
　
午
前
　
時
10

内
容
　
イ
ス
を
用
い
て
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
太
極
拳
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
一
般
成
人
　
名
20

◆
手
作
り
水
餃
子
教
室

日
時
　
　
月
　
日
　

11

19

(火)

　
　
　
午
前
９
時

内
容
　
皮
か
ら
作
る
具
だ
く
さ
ん

水
餃
子

対
象
　
一
般
成
人
　
名
10

材
料
費
　
実
費
負
担

　
北
部
公
民
館

◆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

期
日
　
　
月
　
日
　
・
　
月
　
日

10

22

(火)

12

10

　
・
平
成
　
年
３
月
４
日
　

(火)

26

(火)

時
間
　
午
後
１
時
　
分
30

内
容
　
季
節
の
花
を
使
っ
た
寄
せ

植
え
や
、
お
正
月
用
の
寄
せ
植
え

を
作
り
ま
す
。

対
象
　
一
般
成
人
　
名
15

費
用
　
１
回
２
，０
０
０
円

◆
女
性
講
座

期
間
　
　
月
～
３
月
（
全
６
回
）

10

初
回
　
　
月
　
日
　

10

31

(木)

※
２
回
目
以
降
に
つ
い
て
も
随
時

広
報
に
て
募
集
し
ま
す
。

時
間
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
バ
タ
ー
な
ど
を
使
わ
な
い

体
に
優
し
い
お
菓
子
作
り

対
象
　
一
般
成
人
女
性
　
名
15

参
加
費
　
実
費
負
担

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

10

25

(金)

◆
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

日
時
　
　
月
２
日
　
　
午
前
７
時

11

(土)

　
分
集
合
出
発
　
※
雨
天
決
行

30場
所
　
袋
田
の
滝
周
辺
（
茨
城
県

久
慈
市
大
子
町
）

内
容
　
深
秋
の
奥
久
慈
を
散
策

対
象
　
一
般
成
人
　
名
35

乗
り
物
　
観
光
バ
ス

参
加
費
　
３
，０
０
０
円
（
バ
ス
代

ほ
か
）

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

10

29

(火)

◆
め
ん
打
ち
教
室

期
日
　
　
月
　
日
　
・
　
月
４
日

11

13

(水)

12

　
・
　
日
　

(水)

18

(水)

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!        
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Life study

The step Board of Education

中央公民館　山82-2435 姉82-2436

東部公民館　山82-1241 姉80-4047

南部公民館　山82-1424 姉82-1943

北部公民館　山77-1855 姉77-1854

海洋センター　山82-0858 姉82-0899

わたらせ自然館　山82-1935 姉82-0664

文化財資料館　山91-4018 姉91-4038

各施設お問合せ先各
公
民
館
・
施
設

　
受
講
生
募
集

日時　10月13日(日)

　　　午前８時30分（開会式）

場所　板倉中学校校庭

※雨天の場合は、翌日14日(祝)に順延。

更に翌日も雨天の場合は中止。順延・中

止については、午前６時30分以降にテレ

ホンサービスまたは安全安心メールでご

確認ください。

山０１８０－９９－２４００

第49回町民体育祭

◆青少推デイキャンプ

　
平
成
　
年
度
に
小
学
校
へ
入

26

学
す
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
就

学
時
健
康
診
断
を
各
小
学
校
で

実
施
し
ま
す
。
保
護
者
同
伴
の

上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
、
体
調
不
良
な
ど
で
受

診
が
で
き
な
い
場
合
は
、
総
務

学
校
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程

○
東
小
学
校
　
　
月
　
日
　

10

10

(木)

○
西
小
学
校
　
　
月
　
日
　

10

18

(金)

○
南
小
学
校
　
　
月
　
日
　

10

11

(金)

○
北
小
学
校
　
　
月
　
日
　

10

11

(金)

受
付
時
間
　

各
校
と
も
午
後
１
時
　
分
～
　
分

20

30

問
合
せ
　
総
務
学
校
係

山
内
線
６
１
３

小
学
校
へ
入
学
す
る
前
に

～
就
学
時
健
康
診
断
～

広報いたくら　Ｈ25．10．１(13)

時
間
　
午
前
９
時

内
容
　
手
打
ち
う
ど
ん
や
そ
ば
の

技
術
の
習
得
。
つ
ゆ
の
作
り
方
を

学
ぶ
。

対
象
　
一
般
成
人
　
名
10

材
料
費
　
実
費
負
担

　
文
化
財
資
料
館

◆
機
織
り
教
室

期
間
　
　
月
　
日
　
･
　
日
　
・

10

23

(水)

30

(水)

　
月
６
日
　
・
　
日
　
・
　
日
　

11

(水)

13

(水)

20

(水)

（
全
５
回
）

時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

30

内
容
　
機
織
り
機
・
綿
繰
り
機
・

糸
車
を
使
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
作
り

募
集
人
員
　
　
人
10

材
料
費
　
１
，
０
０
０
円

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

10

20

(日)

　
各
公
民
館

◆
板
倉
北
保
育
園
児
作
品
展

期
間
　
　
月
１
日
　
～
　
日
　

10

(火)

23

(水)

場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

◆
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

日
時
　
　
月
　
日
　

10

26

(土)

　
　
　
①
午
前
　
時
　
分

10

30

　
　
　
②
午
後
２
時

※
１
日
に
２
回
行
い
ま
す
。

場
所
　
中
央
公
民
館
図
書
室

内
容
　
読
み
聞
か
せ
と
工
作

◆
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

日
時
　
　
月
　
日
　

10

19

(土)

　
　
　
午
前
　
時
　
分

10

30

場
所
　
北
部
公
民
館
（
和
室
）

内
容
　
絵
本
・
紙
芝
居
・
工
作
・
遊
び

　
わ
た
ら
せ
自
然
館

◆
木
工
芸
作
品
展

期
間
　
　
月
　
日
　
～
　
日
　

10

26

(土)

31

(木)

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
30

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展
　
 高
  橋
  秀
  明
 

た
か
 は
し
 ひ
で
 あ
き

入
場
料
　
無
料

◆
写
真
展
「
彩
々
」

期
間
　
　
月
２
日
　
～
　
日
　

11

(土)

14

(木)

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
30

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展
　
サ
ン
デ
ー
く
ら
ぶ

入
場
料
　
無
料

　
水
場
の
語
り
部
（
伝
承
士
）
と
と

も
に
、
国
選
定
重
要
文
化
的
景
観

を
自
転
車
で
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
　
月
　
日
　

10

19

(土)

　
　
　
午
前
９
時
～
　
時
12

集
合
場
所
　
わ
た
ら
せ
自
然
館

※
自
転
車
無
料
貸
出
有
り

定
員
　
　
名
50

参
加
費
　
５
０
０
円

申
込
締
切
　
　
月
　
日
　

10

16

(水)

申
込
先
・
問
合
せ

文
化
財
資
料
館

日
時
　
　
月
　
日
　

11

10

(日)

　
　
　
午
前
９
時

場
所
　
南
部
公
民
館

◆
展
示
部
門
　
午
前
　
時
10

南
小
学
校
児
童
作
品
・
陶
芸
・
公

民
館
主
催
の
教
室
作
品
な
ど

◆
発
表
部
門
　
午
前
９
時
　
分
30

合
奏
（
南
小
学
校
児
童
）・
和
太
鼓

演
奏
・
マ
ジ
ッ
ク
・
童
謡
・
よ
さ

こ
い
踊
り
な
ど

◆
模
擬
店

赤
飯
・
手
打
ち
そ
ば
・
焼
き
そ

ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ら
く
が

き
せ
ん
べ
い
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な

ど
の
販
売
・
ボ
ン
ボ
ン
ド
ー
ナ
ツ

の
無
料
配
布
（
数
量
限
定
）

◆
お
楽
し
み
抽
選
会

◆
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム

（
小
中
学
生
対
象
・
無
料
）

問
合
せ
　
南
部
公
民
館

第
　
回
町
民
文
化
祭
　
～
文
化
と
芸
術
の
秋
～

34

　
　
月
　
日
　
、
　
日
　
の
２
日

10

26

(土)

27

(日)

間
、
第
　
回
町
民
文
化
祭
を
開
催

34

し
ま
す
。
文
化
協
会
加
盟
団
体
の

展
示
や
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
さ

れ
た
魅
力
あ
る
児
童
・
生
徒
の
絵

な
ど
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

家
族
ご
友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

場
所
　
中
央
公
民
館

◆
　
月
　
日
　
　
午
前
９
時

10

26

(土)

○
発
表
部
門

・
文
化
協
会
加
盟
団
体

・
板
倉
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

演
奏
（
午
前
９
時
頃
）

・
東
洋
大
学
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
 Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｒ
Ｓ
演
奏
（
午
後
２
時
　
分
頃
）

25

・
他
招
待
団
体

※
発
表
会
場
（
大
ホ
ー
ル
）
で
お
楽

し
み
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。

※
時
間
は
前
後
す
る
場
合
あ
り
。

○
式
典
（
午
前
９
時
　
分
）

30

　
文
化
協
会
功
労
者
及
び
文
化
功

績
者
表
彰

○
展
示
部
門

・
文
化
協
会
加
盟
団
体
の
作
品
展

　（
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
設
置
）

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬
県
第
　
団
80

・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展

○
古
本
市

○
各
種
模
擬
店

○
み
か
ん
・
レ
モ
ン
・
ラ
イ
ム
苗
木

無
償
配
布
（
午
前
９
時
～
）

◆
　
月
　
日
　
　
午
前
９
時

10

27

(日)

○
展
示
部
門

・
文
化
協
会
加
盟
団
体
の
作
品
展

　（
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
設
置
）

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬
県
第
　
団
80

・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展

○
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画

 古
  箏
 ・
 篠
笛
 ・
 中

国

  笙
 ＆
ピ
ア
ノ

こ
 そ
う
 

し
の
ぶ
え
 

ち
ゅ
う
ご
く
 し
ょ
う

コ
ン
サ
ー
ト

開
場
　
午
後
１
時
　
分
30

開
演
　
午
後
２
時

全
席
自
由
席
１
，０
０
０
円
（
当
日

１
，５
０
０
円
）

板
倉
町
内
各
公
民
館
に
て
販
売

※
文
化
祭
期
間
中
は
、
図
書
・
ビ

デ
オ
の
貸
出
及
び
返
却
は
行
い
ま

せ
ん
。

問
合
せ
　
中
央
公
民
館

～
 町
民
文
化
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム
 ～

重
要
文
化
的
景
観

　
水
場
を
ポ
タ
リ
ン
グ

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
イ
ベ
ン
ト
情
報

家
族
み
ん
な
で
楽
し
も
う

　
南
部
公
民
館
祭
り



怯板倉町役場　山８２－１１１１　姉８２－１３００　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp (14)

　
大
切
な
歯
を
失
っ
て
し
ま
う
原

因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
歯
周
病
と
虫

歯
で
す
。
お
口
の
中
の
病
気
は
、

自
分
で
も
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に

進
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
て
、
自
分
の
歯
を
１
本
で
も

多
く
保
ち
ま
し
ょ
う
。

検
診
期
間
   　
月
１
日
　
～
　
日
　

10

(火)

31

(木)

対
象
者
　
平
成
　
年
度
内
（
平
成

25

　
年
３
月
末
ま
で
）
に
　
・
　
・

26

40

50

　
・
　
歳
に
達
す
る
か
た

60

70

内
容
　
問
診
、
歯
・
歯
周
組
織
な

ど
の
チ
ェ
ッ
ク
、
口
臭
や
乾
燥
な

ど
の
相
談
、
健
診
結
果
に
基
づ
い

た
歯
科
相
談

受
診
方
法
　
実
施
医
療
機
関
へ
事

前
に
予
約
の
上
、
受
診
案
内
は
が

き
（
受
診
券
）
を
医
療
機
関
に
提

出
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金
　
５
０
０
円

※
健
診
を
し
た
上
で
治
療
行
為
が

行
わ
れ
た
場
合
、
治
療
費
は
別
途

本
人
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関
（
順
不
同
）

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
７
５
７

82
　
糖
尿
病
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
も
大
き
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
糖
尿
病

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
１
日
目

日
時
　
　
月
　
日
　

11

14

(木)

時
間
　
午
前
　
時
～
　
時

10

11

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
名
10

申
込
先
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
７
５
７

82
　
精
神
疾
患
や
認
知
症
に
つ
い
て

は
も
ち
ろ
ん
、「
対
人
関
係
が
う

ま
く
い
か
な
い
」「
他
人
や
家
族

に
ひ
ど
く
暴
力
的
に
対
応
し
て
し

ま
う
」「
何
も
や
る
気
に
な
ら

ず
、
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
不
安
や
心

配
ご
と
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

（
ご
家
族
だ
け
で
の
相
談
も
可
）。

※
相
談
は
精
神
科
医
師
と
の
個
別

相
談
。
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
　
　

10

23

(水)

午
後
３
時
　
分
30

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

担
当
　
 後
  藤
  幸
  彦
 　
医
師
（
つ
つ

ご
 
と
う
 ゆ
き
 ひ
こ

じ
メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

○
福
祉
係

山
内
線
３
１
１

○
保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－
３
７
５
７

82

午
後
２
時
　
分
～
４
時

15

内
容
　
糖
尿
病
専
門
医
に
よ
る
講
話

▼
２
日
目

日
時
　
　
月
　
日
　

11

21

(木)

午
前
　
時
　
分
～
午
後
１
時

11

30

内
容
　
５
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
バ

イ
キ
ン
グ

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
健
診
結
果
で
血
糖
値
が
高

め
だ
っ
た
か
た
ま
た
は
糖
尿
病
に

つ
い
て
学
び
た
い
か
た

参
加
費
　
２
日
目
の
み
２
０
０
円

※
全
２
回
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
７
５
７

82
　
巨
大
な
ボ
ー
ル
で
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
。
ス
ト
レ
ッ
チ

や
エ
ア
ロ
ビ
な
ど
が
体
験
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
　
月
１
日
　
、
８
日
　
、

11

(金)

(金)

　
日
　
の
全
３
回

15

(金)

お
知
ら
せ

健
康
な
体
づ
く
り

糖
尿
病
予
防
教
室
開
催

悩
ま
な
い
で

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
開
催

歯
と
お
口
の
健
康
診
査

実
施
の
お
知
ら
せ

《広告》《広告》

連絡先所在地医療機関

 82-2222岩田2385-1石山歯科医院

 82-0158板倉454-1北村歯科医院

 82-4676飯野1488-2きむら歯科医院

 82-1233岩田1326橋本歯科医院

 82-4618海老瀬4073-1増田歯科医院

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室

開
催
し
ま
す

(15) 広報いたくら　Ｈ25．10．１

　
皆
さ
ん
で
歌
っ
て
楽
器
を
鳴
ら

し
て
楽
し
く
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
行
い
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
９
日
　

10

(水)

午
後
１
時
～
２
時
　
分
30

場
所
　
中
央
公
民
館
　
第
２
・
３

会
議
室

内
容
　
懐
か
し
の
歌
を
合
唱
と
リ

ズ
ム
体
操

講
師
　
 猪
  之
  良
  高
  明
 　
音
楽
療
法

い
 
の
 
ら
 た
か
 あ
き

士（
ド
レ
ミ
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
所
長
）

募
集
人
数
　
 　
名
30

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
　
月
８
日
　

10

(火)

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

山
内
線
３
２
３

　
地
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、
板
倉
町
、
館
林
市
、
東
洋
大

学
の
共
催
で
科
学
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
地
域
連
携
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
に
身
近
な
テ
ー
マ
を
選
び
、
科

学
に
つ
い
て
解
り
や
す
く
お
話
し

し
ま
す
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、

お
菓
子
を
つ
ま
み
な
が
ら
、
気
軽

　
ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
ま
ち
の

景
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
有

害
物
質
が
流
れ
出
し
、
深
刻
な
環

境
問
題
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

　
ご
み
は
不
法
投
棄
せ
ず
に
、
地

域
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
資
源
化
セ
ン
タ
ー

山
　－

５
３
７
１

82

な
雰
囲
気
の
中
で
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日
　

10

25

(金)

午
後
５
時
～
６
時

場
所
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ

ス
　
学
生
食
堂

テ
ー
マ
　「
活
性
酸
素
と
食
事
と

健
康
」

講
師
　
 宮
  越
  雄
  一
 　
氏
（
東
洋
大

み
や
 こ
し
 ゆ
う
 い
ち

学
食
環
境
科
学
部
健
康
栄
養
学
科

准
教
授
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
不
要

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
大
歓
迎

主
催
　
東
洋
大
学
・
板
倉
町
・
館

林
市

問
合
せ

○
東
洋
大
学
板
倉
事
務
課

山
　－

９
１
１
２

82
○
企
画
調
整
係

山
内
線
１
４
２

秋の板倉を歩こう
ウォークイン邑楽開催

　邑楽土地改良区主催の「２０１３

ウォークイン邑楽」を開催します。

日時　10月20日(日) 　※小雨決行

午前８時30分～午後１時

内容　

○邑楽土地改良区事務所を起点とす

る板倉町の農村と町を巡る全行程約

７㎞のウォーキングとキュウリの収

穫体験

○新米、花鉢のプレゼント、新米の

おにぎり・豚汁の試食ほか

申込方法　参加希望者全員の住所、

氏名、性別、年齢、職業、連絡先を

記入し、はがきまたはＦＡＸのいず

れかでお申し込みください（複数の

参加申込みの場合は、代表者に〇）。

※10月８日(火)より受付

募集人数　50名

（応募者多数の場合は、先着順）

※案内書を後日送付させていただき

ます。

参加費　大人５００円

　　　　小学生２００円

※当日会場でお支払いください。

申込先・問合せ

邑楽土地改良区（水土里ネット邑楽）

〒３７４－０１１１

板倉町大字海老瀬６１２２

山８２－０５１８

姉８２－０５１１

健
康
の
鉄
人
教
室
７

音
楽
療
法
教
室
開
催

や
め
よ
う

ご
み
の
不
法
投
棄

地
域
連
携

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
開
催

　
平
成
　
年
度
公

25

共
工
事
発
注
計
画

（
下
半
期
）を
公
表

し
ま
す
。

　
公
表
は
閲
覧
方

式
と
な
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る

か
た
は
財
政
係
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

期
間
　
　
月
１
日
　
～
平
成
　
年

10

(火)

26

３
月
　
日
　

31

(月)

※
土
日
、
祝
祭
日
は
除
く
。

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

内
容
　
予
定
価
格
２
５
０
万
円
以

上
の
建
設
工
事

※
申
請
簿
に
氏
名
、
申
請
理
由
な

ど
の
記
入
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
　
財
政
係

山
内
線
１
３
３

公
表
し
ま
す

公
共
工
事
発
注
計
画

○水道料金納入地区　１～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　10月25日（金）

電話当 番 店曜日日月

82-0027㈲岩崎設備土５

10

82-0001㈲しんえい設備日６

82-0095山岸管工設備土12

82-0261㈲小倉設備日13

77-0057宇治川管工祝14

82-1856高田管工設備土19

77-0358㈲長谷川設備日20

82-2982土橋設備土26

82-2152㈲佐山設備日27

82-0537㈲根岸工業土２

11

82-1025㈲鈴木設備祝３

82-0027㈲岩崎設備振休４

82-0001㈲しんえい設備土９

82-0095山岸管工設備日10

82-0261㈲小倉設備土16
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▼
そ
ら
い
ろ
ク
ラ
ブ

（
そ
ら
い
ろ
保
育
園
内
）

山
　－

８
８
１
１

82
保
育
時
間
　
放
課
後
～
午
後
７
時

（
午
後
６
時
以
降
延
長
料
金
・
土

曜
日
は
午
前
７
時
～
午
後
６
時
）

保
育
料
　
入
会
金
１
０
，０
０
０
円

（
１
年
生
）
６
，０
０
０
円

（
２
・
３
年
生
）
４
，０
０
０
円

（
４
～
６
年
生
）
３
，０
０
０
円

土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
　
８
０
０

円
／
日

延
長
　
１
５
０
円
／
日

バ
ス
代
　
１
，５
０
０
円
（
南
小
）

対
象
地
域
　
東
・
南
小
学
校
区

申
込
受
付
期
間
　
　
月
１
日
　
～

11

(金)

　
月
　
日
　

12

28

(土)

▼
北
保
育
園
学
童
ク
ラ
ブ

（
北
保
育
園
内
）

山
　－

０
８
８
９

77
保
育
時
間
　
放
課
後
～
午
後
６
時

（
土
曜
日
は
午
前
８
時
～
午
後
０

時
　
分
）

30
保
育
料
　
１
０
，０
０
０
円

（
８
月
は
、
１
５
，０
０
０
円
）

対
象
地
域
　
北
小
学
校
区

申
込
受
付
期
間
　
　
月
１
日
　
～

11

(金)

平
成
　
年
３
月
　
日
　

26

22

(土)

※
入
所
の
申
込
み
、
詳
細
は
各
学

童
ク
ラ
ブ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　
福
祉
係

山
内
線
３
１
２

（
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
内
）

山
　－

１
５
３
９

82
保
育
時
間
　
放
課
後
～
午
後
６
時

（
土
曜
日
は
午
前
８
時
～
午
後
６
時
）

保
育
料
　
１
０
，０
０
０
円
（
バ

ス
代
含
）

（
８
月
は
、
１
３
，０
０
０
円
）

対
象
地
域
　
東
小
学
校
区

申
込
受
付
期
間
　
平
成
　
年
２
月

26

１
日
　
～
３
月
　
日
　

(土)

31

(月)

▼
ま
き
ば
学
童
ク
ラ
ブ

（
ま
き
ば
幼
稚
園
内
）

山
　－

１
６
８
２

82
保
育
時
間
　
放
課
後
～
午
後
６
時

（
土
曜
日
は
午
前
８
時
～
午
後
４
時
）

保
育
料
　
１
３
，０
０
０
円
（
バ

ス
代
含
）

（
８
月
は
、
１
６
，０
０
０
円
）

対
象
地
域
　
東
・
西
小
学
校
区

申
込
受
付
期
間
　
平
成
　
年
３
月

26

１
日
　
～
　
日
　

(土)

22

(土)

▼
み
つ
ば
ち
学
童
ク
ラ
ブ

（
岩
田
１
２
８
７
）

山
　－
３
７
４
１

82
保
育
時
間
　
放
課
後
～
午
後
６
時

（
土
曜
日
は
午
前
８
時
～
午
後
６

時
、
長
期
休
業
期
間
は
午
前
７
時

　
分
～
午
後
６
時
）

30保
育
料
　
１
１
，６
０
０
円
　

（
８
月
は
、
１
９
，６
０
０
円
）

対
象
地
域
　
西
小
学
校
区

申
込
受
付
期
間
　
　
月
　
日
　
～

10

18

(金)

平
成
　
年
３
月
　
日
　

26

31

(月)

日
　
ま
で
に
必
要
書
類
を
役
場
福

(木)
祉
課
ま
た
は
保
育
園
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
別
途
面
接
日
を
ご
案
内

し
ま
す
。

※
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
入
園
が

難
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

入
園
の
内
定
　
申
込
書
、
家
庭
の

事
情
を
総
合
的
に
審
査
し
て
、
　12

月
末
頃
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
日
・
面
接
日

問
合
せ
　
福
祉
係

山
内
線
３
１
２

　
平
成
　
年
度
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ

26

に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
申
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
ひ
ま
わ
り
学
童
ク
ラ
ブ

　
平
成
　
年
度
（
４
月
当
初
ま
た

26

は
年
度
途
中
）
の
入
園
を
希
望
す

る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

入
所
基
準
　
町
内
在
住
で
児
童
の

両
親
が
仕
事
を
持
っ
て
い
る
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
家
庭
で
は
日
中

保
育
困
難
な
状
況
に
あ
る
児
童

申
込
方
法
　
必
要
事
項
を
記
入
し

た
申
込
書
及
び
添
付
書
類
を
、
入

園
を
希
望
す
る
保
育
園
の
申
込
日

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
際
に
面
接
を
し
ま
す
の

で
、
お
子
様
と
い
っ
し
ょ
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
在
園
児
に
は
、
別

途
通
知
し
ま
す
。

申
込
書
及
び
入
園
案
内
配
布
場
所

　
役
場
福
祉
課
、
各
保
育
園
、
児

童
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー

保
育
園
見
学
日
　

　
板
保
・
北
保
は
９
月
　
日
　
～

30

(月)

　
月
４
日
　
の
平
日
午
前
中
、
そ

10

(金)

ら
い
ろ
保
育
園
は
期
間
設
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。
事
前
に
連
絡
の
上
、

見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
日
（
一
斉
面
接
）
　

　
月
　
日
　
　
板
倉
保
育
園

10

28

(月)

　
月
　
日
　
　
北
保
育
園

10

24

(木)

　
月
　
日
　
　
そ
ら
い
ろ
保
育
園

10

25

(金)

　
や
む
を
得
ず
申
込
日
に
来
ら
れ

な
い
か
た
は
、
　
月
１
日
　
～
　

10

(火)

31

　
高
崎
市
山
名
町
の
職
業
訓
練

校
で
は
、　

月
入
所
の
受
講
生

12

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
コ
ー
ス

Ｓ
Ｋ
Ｋ
　
（
社
会
人
基
礎
訓
練
付

60

７
か
月
訓
練
）

○
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
技
術
科

○
機
械
加
工
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

（
若
年
者
向
け
コ
ー
ス
）

○
電
気
サ
ー
ビ
ス
科

○
電
気
設
計
技
術
科
（
若
年
者
向

け
コ
ー
ス
）

募
集
期
間
　
９
月
　
日
　
～
　

30

(月)

11

月
８
日
　(金)

対
象
　
求
職
中
で
就
職
を
希
望

す
る
か
た

授
業
料
　
無
料

※
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
よ
り

見
学
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
申

込
不
要
）。

申
込
先
・
問
合
せ

○
各
公
共
職
業
安
定
所

○
 
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
群
馬
訓
練
課

山
０
２
７－

３
４
７－

３
７
３
６

職
業
訓
練
校

受
講
生
募
集
し
ま
す

お
友
だ
ち
を
作
ろ
う

保
育
園
入
園
児
募
集

ご
利
用
く
だ
さ
い

学
童
ク
ラ
ブ

開園時間対象児申込日申込先 

午前７時30分～

　午後７時30分

０歳児～
10月28日(月)
午後１時30分～

　　　３時30分

板倉保育園

82-1147

０歳児～
10月24日(木)
午後１時30分～

　　　３時30分

北保育園

77-0889

午前７時～

　午後７時
０歳児～

10月25日(金)
午後１時30分～

　　　３時30分

そらいろ保育園

82-8811

※各園の申込日に都合のつかないかたは、入園を希望する保育

園に相談してください。

(17) 広報いたくら　Ｈ25．10．１

　
生
後
　
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て

91

い
る
か
た
は
、
犬
の
登
録
と
年
に

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種

さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
犬
の
登
録
を
行
っ
て
い
な

い
か
た
は
、
会
場
に
て
登
録
・
注

射
の
両
方
が
済
ま
せ
ら
れ
ま
す
の

で
、
犬
を
連
れ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
犬
の
登
録
・
注
射
に

関
し
て
ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
程
　
　
月
　
日
　

10

20

(日)

○
北
部
公
民
館

午
前
９
時
～
９
時
　
分
30

○
東
部
公
民
館

午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

45

10

15

○
南
部
公
民
館

午
前
　
時
　
分
～
　
時

10

30

11

○
役
場
第
２
庁
舎
駐
車
場

午
前
　
時
　
分
～
正
午

11

15

費
用

○
新
規
登
録
料
　
３
，０
０
０
円

○
注
射
の
み
　
　
３
，３
０
０
円

○
登
録
と
注
射
　
６
，
３
０
０
円

※
引
っ
越
し
て
来
ら
れ
た
か
た

は
、
前
住
所
地
で
発
行
さ
れ
た
鑑

札
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
交
換

交
付
（
無
料
）
し
ま
す
。

問
合
せ
　
資
源
化
セ
ン
タ
ー

山
　－

５
３
７
１

82

　
火
災
の
多
発
時
期
に
向
け
て
、

消
防
隊
の
志
気
の
高
揚
と
地
域
住

民
の
防
火
思
想
の
普
及
を
図
る
た

め
、
平
成
　
年
度
秋
季
点
検
を
行

25

い
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
　

10

27

(日)

午
前
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

11

30

場
所
　
邑
楽
南
中
学
校

内
容
　
組
合
消
防
団
の
消
防
車
や

団
員
の
姿
勢
服
装
点
検
・
資
器
材

の
点
検
・
ポ
ン
プ
操
法
な
ど

※
見
学
の
か
た
は
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
館
林
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
警
防
課

山
　－

３
１
７
１

72
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
７
時

10

16

(水)

場
所
　
板
倉
町
商
工
会
館

テ
ー
マ
　「
中
小
企
業
の
行
方
」

講
師
　
 栃
  本
  清
  実
 　
氏

と
ち
 も
と
 き
よ
 み

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
不
要

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
板
倉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局（
板
倉
町
商
工
会
館
内
）

山
　－

４
１
３
１

70東洋大学「雷祭」

フリーマーケット出店者募集

　東洋大学雷祭の開催にあわせて、

フリーマーケットの出店者を募集し

ます。皆様の参加をお待ちしています。

日時　11月２日(土)、３日(祝)

午前10時～午後３時

場所　東洋大学板倉キャンパス

（校門向かって左の芝生広場）

参加費　１日１区画１００円

※区画数の制限はありません。

応募締切　10月22日(火)

応募方法　はがき、電子メールまた

は電話でお申し込みください。

※詳しくは、お問い合わせください。

申込先・問合せ

東洋大学フリーマーケット担当

〒３７４－０１９３　

板倉町泉野１－１－１

山０８０－６８８５－２７５５
死kaminari_fes13@yahoo.co.jp

　
板
倉
町
商
工
会
主
催
に
よ
る

「
板
倉
町
商
工
祭
」を
今
年
も
開
催

し
ま
す
。
会
場
内
で
は
模
擬
店
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
文
化
祭
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
後
日
配
布
の
チ
ラ

シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
時
    　
月
　
日
　

10

26

(土)

午
前
　
時
～
午
後
３
時

10

場
所
    中
央
公
民
館
駐
車
場

問
合
せ
    板
倉
町
商
工
会

山
　－

０
２
２
４

82
第
４
回
板
倉
町
商
工
祭

開
催
し
ま
す

愛
犬
に
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を

館
林
地
区
消
防
組
合

秋
季
点
検
を
行
い
ま
す

第17回東洋大学「雷祭」
開催します

　東洋大学板倉キャンパスの大学祭

は、今年で17回目となります。

　新しいことへ取り組むきっかけや

挑戦することへの大切さ、参加いた

だくかたがたに勇気を与えられるよ

うな学園祭となるように、テーマは

「挑戦～新たな一歩～」となりまし

た。ぜひお越しください。

日時　11月２日(土)～３日(祝)

午前10時～午後５時30分（３日は午

後７時まで）

場所　東洋大学板倉キャンパス

内容

○講演(予定)

11月２日(土)　「流れ星」によるお笑

いライブ

11月３日(祝)　イリュージョンショー

○本部企画

「コスプレ大会」

※各団体の代表者にコスプレをして

もらい、なりきり度や完成度を競い

ます。

○その他　

　フリーマーケットやサークルによ

る模擬店、バンド演奏や実験体験も

行われます。

※詳しくは、ホームページをご覧く

ださい。

問合せ　雷祭実行委員会

 http://www.toyo.ac.jp/

板
倉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

講
演
会
の
お
知
ら
せ

「消すまでは　

　  心の警報　

　　  ＯＮのまま」



怯板倉町役場　山８２－１１１１　姉８２－１３００　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp (18)

　町では、町内の小中学校・幼稚園・保

育園、運動場など、各施設の放射線量を

週に一度計測しています。

測定方法　地表面と地表からの高さ50㎝

と１ｍをそれぞれ測定

測定値　機器の指示値を10秒間隔で連続

して12回読み取り、最大値・最小値を除

く10回の平均値

測定機器　堀場製作所製　環境放射線モ

ニター　ＰＡ-1000Ｒadi

問合せ

小中学校に関して

○総務学校係　山内線６１３

運動場・グラウンドに関して

○海洋センター　山８２－０８５８

保育園・児童館に関して

○福祉係　山内線３１１

その他全体に関して

○資源化センター　山８２－５３７１

町ホームページ

 http://www.town.itakura.gunma.jp

測　定　概　要

山
　－

９
５
０
７

72
　
県
で
は
、
平
成
　
年
４
月
か
ら

26

県
民
税
均
等
割
の
超
過
課
税
と
し

て
「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
（
通
称
）」

を
導
入
し
ま
す
。
「
ぐ
ん
ま
緑
の

県
民
税
」
の
使
い
道
や
税
率
、
課

税
方
法
な
ど
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
、
皆
様
に
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
森
林
・
里
山
保
全
な
ど
に
取

り
組
む
団
体
等
の
活
動
を
紹
介
し

な
が
ら
、
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
事

業
等
に
つ
い
て
参
加
者
の
皆
様
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
　

11

17

(日)

午
後
２
時
～
３
時
　
分
30

場
所
　
県
立
館
林
美
術
館
　
講
堂

（
館
林
市
日
向
町
）

申
込
期
限
  　
月
　
日
　
必
着

11

11

(月)

内
容

○
第
一
部
　
県
職
員
に
よ
る
ぐ
ん

ま
緑
の
県
民
税
の
制
度
・
使
途
の

説
明

○
第
二
部
　
森
林
・
里
山
の
保

全
・
保
護
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る
活
動
発

表
及
び
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
事
業

等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

定
員
　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
郵
送
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
み
の
際

は
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

県
庁
林
政
課

〒
３
７
１－

８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
１－

１－

１

山
０
２
７－

２
２
６－

３
２
１
１

姉
０
２
７－

２
２
３－

０
１
５
４

死rinseika@pref.gunma.lg.jp

　
群
馬
県
最
低
賃
金
は
、　

月
　

10

13

日
よ
り
時
間
額
６
９
６
円
か
ら
７

０
７
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
群
馬

県
最
低
賃
金
は
、
群
馬
県
内
の
事

業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
そ

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
特
定
の
製
造
業
に
つ
い
て
は
、

群
馬
県
最
低
賃
金
よ
り
時
間
額
が

高
い
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
ま
た
は
県
内
の
労
働
基
準
監

督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
群
馬
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室

山
０
２
７－

２
１
０－

５
０
０
５

 http://gunma-roudoukyoku.

jsite.mhlw.go.jp/

　
平
成
　
年
１
月
か
ら
現
行
の
記

26

帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象

者
が
、
事
業
所
得
（
農
業
を
含
む
）

や
不
動
産
所
得
等
を
有
す
る
全
て

の
か
た
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
税
務
署
で
は
、
新

た
に
記
帳
を
行
う
か
た
や
記
帳
の

仕
方
が
分
か
ら
な
い
か
た
の
た
め

に
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

の
概
要
や
記
帳
の
仕
方
等
を
説
明

す
る
「
記
帳
説
明
会
」
を
左
記
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
　
館
林
税
務
署
個
人
課
税

第
一
部
門

「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
」

県
民
意
見
交
換
会
開
催

事
業
・
不
動
産
所
得
等

記
帳
説
明
会
の
ご
案
内

会場開催時間開催日対象

館林税務署午前10時～正午10月23日(水)

営業・不動産

太田商工会議所午前10時～正午11月１日(金)

館林税務署
午後１時30分
　～３時30分

10月23日(水)

農業

太田商工会議所
午後１時30分
　～３時30分

11月１日(金)

※事前の申込みは必要ありませんので、ご都合のよい会場にご出席ください。

使
用
者
も
労
働
者
も

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

※８月12日～９月６日の期間での最低値及び最高値を表示しています。

※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。

測定値(マイクロsv/h)

観測地点観測施設 地表から１ｍ地表から50cm地表

最高値最低値最高値最低値最高値最低値

0.0640.0510.0650.0540.0660.055校庭板倉中学校

0.0550.0510.0560.0490.0630.054校庭東小学校

0.0620.0520.0650.0600.0720.063校庭南小学校

0.0600.0550.0620.0580.0680.060校庭北小学校

0.0490.0450.0530.0440.0630.046校庭西小学校

0.0690.0550.0670.0570.0710.059中央渡良瀬運動場

0.1040.0880.1110.0940.1150.101中央渡良瀬サッカーグラウンド

0.0470.0420.0490.0470.0770.048園庭北保育園

0.0470.0430.0510.0430.0540.045園庭板倉保育園

0.0520.0450.0570.0480.0580.048館庭児童館

0.0590.0460.0640.0480.0730.047園庭そらいろ保育園

0.0610.0540.0640.0550.0740.058園庭ひまわり幼稚園

0.0510.0460.0510.0490.0580.052園庭まきば幼稚園

(19) 広報いたくら　Ｈ25．10．１

定　例　相　談

０
０
０
万
人
の
か
た
に
お
知
ら
せ

を
お
送
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
本

年
７
月
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
の
送

付
は
完
了
し
ま
し
た
。
後
納
制
度

は
、
引
き
続
き
平
成
　
年
９
月
　

27

30

日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
が
裁
定
さ
れ
た
か

た
の
後
納
制
度
の
利
用
状
況

（
平
成
　
年
７
月
　
日
現
在
）

25

29

○
老
齢
基
礎
年
金
が
裁
定
さ
れ
た

か
た
の
う
ち
後
納
制
度
の
利
用
者

数
　
１
７
，４
１
５
人

○
右
記
の
内
、
後
納
制
度
を
利
用

し
た
か
た
で
受
給
資
格
期
間
を
満

た
し
た
人
数
　
８
，８
５
４
人

※
　
歳
未
満
で
老
齢
基
礎
年
金
の

65
繰
上
げ
受
給
を
し
た
か
た
を
含
む

申
込
先
・
問
合
せ

太
田
年
金
事
務
所

山
　－

３
７
１
６

49

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

県
住
宅
供
給
公
社

山
０
２
７－

２
２
３－

５
８
１
１

姉
０
２
７－

２
２
３－

９
８
０
８

 http://www.gunma-jkk.

or.jp

　
後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
　
年
24

　
月
か
ら
平
成
　
年
９
月
ま
で
の

10

27

３
年
間
に
限
り
、
過
去
　
年
分
ま

10

で
国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
後
納
制

度
を
多
く
の
か
た
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
約
２
，

募
集
住
宅
　
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

入
居
資
格
　
現
在
住
宅
に
困
っ
て

お
り
、
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の

か
た
ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
か
た

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間
　
　
月
１
日
　
～
　
日
　

10

(火)

15

(火)

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
を

郵
送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社
、
県
土
木
事
務

所
、
役
場
都
市
計
画
係

選
考
方
法
　
入
居
者
は
公
開
抽
選

で
選
定
し
ま
す
。
一
部
の
住
宅
に

つ
い
て
は
、
随
時
申
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
募
集
案

内
ま
た
は
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー

国
民
年
金
保
険
料

後
納
制
度
の
お
知
ら
せ

県
営
住
宅

入
居
者
募
集
し
ま
す

町
県
民
税（
第
３
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
４
期
）

介
護
保
険
料（
第
４
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
第
４
期
）

納
期
限
　
　
月
　
日
　

10

31

(木)

問
合
せ
　
収
税
係

山
内
線
　
２
２
１
・
２
２
２

※
毎
週
水
曜
日
の
延
長
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

ふじの木整形内科クリニック
９１－４０７０

須田内科医院
６３－１４１４

おぎわら小児科※
６１－１１３３

館林記念病院
７２－３１５５

10月６日
（日）

－
慶友整形外科病院
７２－６０００

たなか医院
６２－２８８１

星野こどもクリニック※
７０－７２００

吉田内科クリニック
７０－７１１７

10月13日
（日）

－
海宝病院

７４－０８１１
蜂谷病院

６３－０８８８
金丸内科医院
８８－３２００

松井内科医院
７５－９８８０

10月14日
（祝）

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

福田ペインクリニック
８４－１２３３

長谷川クリニック
８０－３３１１

ハートクリニック
７１－８８１０

10月20日
（日）

－
川島脳神経外科医院
７５－５５１１

富士クリニック
２０－１９７１

小西医院
８６－２２６１

まりレディスクリニック
７６－７７７５

10月27日
（日）

－
新橋病院

７５－３０１１
寺内医院

８８－１５１１
真中医院

７２－１６３０
落合医院

７２－３１６０
11月３日
（祝）

－
小曽根整形外科
７２－７７０７

真下胃腸科内科医院
６２－２０２５

小林内科医院
８８－８２７８

多々良診療所
７２－３０６０

11月４日
（振休）

－
澤田皮膚外科
７０－７７０３

黛泌尿器科内科医院
６３－７８００

菅沼医院
７２－９０９０

さくま内科胃腸科クリニック
５５－２５００

11月10日
（日）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　　　  
内科・小児科（要電話確認）　　　　             

歯 科

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

※相談日などの日程は、スケジュール

（次ページ）をご覧ください。

●人権相談　午前10時～正午

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１
●行政相談　午前10時～正午

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１
●法律相談　午後１時～３時　※要予約

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１
●農地相談　午後１時30分～４時

　問合せ　農業委員会　山内線４１５
●教育相談　午前10時～正午

　　　　　　午後２時～４時　※要予約

　問合せ　板倉中学校相談室

　　　　　　　　　　　山８２－１５８４
●福祉センター相談情報

　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午

　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）

　　午前９時～午後５時

　問合せ　福祉センター

●保健センター相談・教室情報

　◆子どもの相談　ぱおぱお

      (24日からだの成長について)

　　午後１時～５時　※要予約

　◆健康相談　午後３時30分～４時30分

　問合せ　保健センター

●館林保健福祉事務所相談情報

　◆子育てこころの相談（第３水曜日）

　　午前９時～正午　※要予約

　◆精神保健福祉相談（第１・３水曜日）

　　午後３時～５時　※要予約

　◆ふれあい相談会（第２水曜日）

　　午後１時15分～３時30分　※要予約

　問合せ　館林保健福祉事務所

　　　　　　　保健係　山７２ー３２３０
●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）

　午前８時30分～午後５時

　問合せ　中央公民館　山８２ー２４３５
　　　　　東部公民館　山８２ー１２４１
　　　　　南部公民館　山８２ー１４２４
　　　　　北部公民館　山７７ー１８５５

年累計   235件板倉の事件事故状況
※( )内は累計（８月16日～９月15日）

０件(  13件)鞄侵入窃盗
０件(  ６件)鞄車上ねらい
４件(  10件)鞄自動販売機ねらい
１件(  11件)鞄乗物盗難
６件(  46件)鞄その他の事件
５件(  35件)蒲人身事故
11件( 114件)蒲物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

○診療時間は、午前９時～午後５時

○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時

○内科系の※印は、小児科のみとなります。　

○救急テレホンサービス（山７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。



(20)

今月の表紙

生ごみ・可燃ごみ収集日 かん・びん・危険物収集日

◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」でご確認ください。※(　)内は開催場所になります。　◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで

◎その他、各イベント・催し物については、町ホームページのイベントカレンダーをご覧ください。

　今年も水稲の収穫の時期を迎え、南地区から

稲刈りが始まっています。この夏の猛暑により

乳白米の発生が懸念されましたが、今のところ

は心配ないとのこと。収量もよいということ

で、今年もおいしいお米が食べられそうです。

※可燃性粗大ごみは、月～金曜日（祝日を除く）及び指定日に搬入可

人　口　　 １５，６２８人（－37）

　　男　　　 ７，７７７人（－24）

　　女　　 　７，８５１人（－13）

世帯数　　 　５，３０７戸（－10）

              （　）内は前月比

　　　　  平成25年９月１日現在

土    Ｓat金    Ｆri木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
５４３２   窓口延長１

●１歳６か月児健診
　　　　　　　 (保）

◆ＢＣＧ接種(保)
◆乳児健診(保)
◆６か月児相談(保)
◆英語であそぼう(児)

◆県民交通安全日

121110９   窓口延長８７６  

◆おたのしみ広場(児)◆英語であそぼう(児)●人権相談(南公)
●行政相談(南公)
●法律相談(中公)
●心配ごと相談(福)
◆ライブリー体操教室
　　　　　　  (中公)

●農地相談(町)
◆こあら学級(保)
◆ママパパセミナー②

(保）
◆おはなし会(児)

19181716   窓口延長1514　体育の日13
◆胃がん検診(南公)

◆胃がん検診(東公)●教育相談(中公)
◆胃がん検診(東公)

◆県民防犯の日
◆胃がん検診(北公)
◆英語であそぼう(児)

◆自転車マナーアップ 
　デー

◆第49回町民体育祭
 （板中校庭）

26252423   窓口延長222120
◆町民文化祭(１日目)
◆第27回板倉町近県少
　年野球大会（２日目）
　（大蔵公園グラウンド他）
◆チャレンジ広場(児)

◆高齢者交通安全日
◆水道料金口座振替日
　(１～14区の一部、
　　　　　30～36区）

●ぱおぱお(保)
◆胃がん検診(保)
◆おたのしみ広場(児)

●健康相談(保)
◆胃がん検診(保)
◆英語であそぼう(児)

●心配ごと相談(福)
◆胃がん検診(保)
◆ライブリー体操教室
　　　　　　  (北公)

◆おはなし会(児)
◆ママパパセミナー③

(保）

◆第27回板倉町近県少
　年野球大会（１日目）
　（大蔵公園グラウンド他）
◆狂犬病予防注射　
　　　　　 （全地区）

２11/１3130   窓口延長292827

◆県民交通安全日
◆バランスボール教室 
   　　　　　　　(保)

●教育相談(中公)
◆町県民税第３期
◆国民健康保険税第４期
◆介護保険料第４期
◆後期高齢者医療保険料
　第４期

◆英語であそぼう(児)

◆町民献血(福）

◆町民文化祭(２日目)
◆第24回板倉町近隣交流
　バドミントン秋季大会
　(板高体育館)
◆板倉サッカークラブJr
　交流サッカー大会
　（渡良瀬グラウンドサッカー場）
◆第27回板倉町近県少年
　野球大会（３日目）
　(大蔵公園グラウンド)
◆季楽里特売日

【定休日及び休館日のお知らせ】
 ○各公民館：月曜日及び祝日
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日
 ○海洋センター：月曜日及び祝日
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日の翌日
 ○文化財資料館：月曜日
 ○総合福祉センター：土・日曜日及び祝日
 ○児童館：日曜日及び祝日　
      ※詳しくは各施設までお問い合わせください。

６　  窓口延長５４　  振替休日３　  文化の日

◆ＢＣＧ接種(保)
◆乳児健診(保)
◆６か月児相談(保)
◆英語であそぼう(児)

◆こあら学級(保)
◆ライブリー体操教室
　　　　　　  (東公)

◆第14回板倉町野球連
　合会杯争奪野球大会
　（１日目）
　（渡良瀬グラウンド）


